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中学校社会科・高等学校地理歴史科における 
地域調査と地図の活用
吉 田　和 義
１　序論
　地域調査は、学習者が野外でのフィールドワークにより、地図を活用することを通
し、見学・観察・観測・聞き取りなどの方法を用いて地域を調査する学習活動であ
る。このような地域調査は学習効果が高く、同時に学習者にとって地理に対する興味
関心を高める機会となる魅力的な学習であると考えられる。小学校、中学校、高等学
校、大学それぞれの学校種において、カリキュラムの中に位置付けられてきた１） （篠
原 2001）。現在大きな転換期にある中等教育に関しては、中学校社会科において、地
理的分野の日本の諸地域学習に「身近な地域の調査」の項目がある。高等学校では、
地理Ａの生活圏の諸課題の地理的考察に「生活圏の地理的な諸課題と地域調査」の
項目があり、地理Ｂでは、様々な地図と地理的技能において、「地図の活用と地域調
査」が位置付けられる。
　池 （2012）は、地域調査の意義を次のようにまとめている。第一は、学習意欲を高
め、学習課題をもたせやすい点、第二は地域的特色をつかむ方法を習得しやすい点、
第三は、地域を比較するための「ものさし」を形成できる点、第四は地理的スキル
を習得しやすい点、第五は、子どもの貧弱化した原体験を補完しうる点である。また、
竹内 （2009）は、地域調査では、具体的な地域を対象として、「地域」も、「見方・考
え方、学び方」も学ぶことができると指摘し、見方・考え方、学び方を学ぶと同時に、
具体的な地域事象を学ぶことが重要であると主張する。地域調査は、知識と技能を習
得する面においても、また、思考力・判断力・表現力を養う面においても意義がある
と考えられる。このような地域調査の目的は、端的に言えば地域の特色を多面的多角
的に捉えると同時に、地理的技能及び地理的な見方・考え方を習得し、望ましい態度
を形成することである。さらに、学習活動の中にグループによる野外での活動が取り
入れられる場合が多く、アクティブラーニングの要素を多分に含む。
　現在までに地域調査に関しては、いくつかの課題が指摘されてきた。宮本 （2009）
は、中学校地理的分野における地域調査について、宮城県において実施状況を調査
した。その結果、生徒が野外で行う地域調査の実施率は、約 25％であることを明ら
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かにした。また、実施が困難な要因として「時間がかかる野外調査は実施が困難で
ある。」「生徒をグループで課外活動をさせる余裕がない。」などの理由が挙げられた。
また、池・福元 （2014）は、神奈川県の高等学校を対象とした調査結果を基に、地域
調査を実施している教員の割合は、21％であると述べ、かつては実施していたという
教員が 26％見られると報告している。
　現在において実施率が高いとは言えないと考えられる地域調査を一層普及させるた
めには、教員養成や教員研修において、地域調査を取り上げることが重要であると考
えられる （井田ほか 1992）。地域調査の意義が、学校の教師に充分に理解されること
が何よりも大切である。そのために、実際に地域調査を教師自身が体験することを通
して、その意義を捉える必要がある。
　本研究においては、中学校社会科ならびに高等学校地理歴史科における地域調査に
関して、学習指導要領と教科書を参照することを通して学習の内容を確認し、地域調
査の位置づけを明らかにする。さらに、地域調査を普及させるための教員研修の事例
を報告する。これによって、地図の活用を含め、地域調査の在り方を検討することを
目的とする。
２　学習指導要領における地域調査の位置付け
　2008 年版と 2017 年版の学習指導要領から、地域調査の位置付けについて検討する。
中学校学習指導要領社会の地理的分野の内容では、地域調査が明確に示される（資料１）。
資料１　中学校学習指導要領社会　地理的分野（2008年）
２ 内容
（２）日本の様々な地域
エ身近な地域の調査
　身近な地域における諸事象を取り上げ、観察や調査などの活動を行い、
生徒が生活している土地に対する理解と関心を深めて地域の課題を見いだ
し、地域社会の形成に参画しその発展に努力しようとする態度を養うとと
もに、市町村規模の地域の調査を行う際の視点や方法、地理的なまとめ方
や発表の方法の基礎を身に付けさせる。
３内容の取扱い
エ　エについては、学校所在地の事情を踏まえて観察や調査を指導計画に
位置付け実施すること。その際、縮尺の大きな地図や統計その他の資料に
親しませ、それらの活用の技能を高めるようにすること。また、観察や調
査の結果をまとめる際には、地図を有効に活用して事象を説明したり、自
分の解釈を加えて論述したり、意見交換したりするなどの学習活動を充実
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させること。なお、学習の効果を高めることができる場合には、内容の
（２）のウの中の学校所在地を含む地域の学習と結び付けて扱ってもよい
こと。
〔文部科学省 （2008）による〕
　2008 年版の学習指導要領では、「（２） 日本の様々な地域」の学習の最後に「エ身
近な地域の調査」が位置付けられている。ここでは、生徒が直接観察や調査を行い、
そこで得た情報を地図を活用してまとめ、それに基づいて論述したり、意見交換した
りする活動が示される。想定される学習活動は、生徒が身近な地域についての学習課
題を設定し、その課題を解決するために地域調査を行う。地域調査の結果を基に、収
集した資料を整理し、それに基づいて自分の考えを表現したり、発表を基に意見交換
したりする。このような学習活動を通して、身近な地域に対する理解が深まり、地理
的な見方・考え方を身に付け、地域をより良くしようとする態度が形成されることを
ねらっている。また、同時に地域調査の方法や技能を習得することができる。それぞ
れの場面で、25000 分の１地形図を中心とした地図を活用する。
　2017 年に示された学習指導要領社会においても、地域調査に関して明確に示され
ている （資料２）。
資料２　中学校学習指指導要領社会　地理的分野（2017年）
中学校学習指導要領社会　地理的分野
２ 内容
Ｃ 日本の様々な地域
（１） 地域調査の手法
　場所などに着目して、課題を追究したり解決したりする活動を通して、
次の事項を身に付けることができるよう指導する。
ア　次のような知識及び技能を身に付けること。
（ア）観察や野外調査、文献調査を行う際の視点や方法、地理的なまとめ方
の基礎を理解すること。
（イ）地形図や主題図の読図、目的や用途に適した地図の作成などの地理的
技能を身に付けること。
イ　次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。
（ア）地域調査において、対象となる場所の特徴などに着目して、適切な主
題や調査、まとめとなるように、調査の手法やその結果を多面的・
多角的に考察し、表現すること。
〔文部科学省のウェブサイトの資料による〕
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　2017 年版の学習指導要領では、「Ｃ日本の様々な地域」の最初に地域調査が位置付
けられる。この項目が以前より強調されていることが分かる。内容では、「知識及び
技能」と「思考力、判断力、表現力等」に区分して示される。地理的技能を身に付
け、それを活用して地域調査を行い、得られた結果を考察し表現することが求められ
る。地域調査の主題に関しては、内容の取扱いにおいて、「防災、人口の偏在、産業
の変容、交通の発達などの事象」という例示があり、地域の中から主題を選択して取
り組むようになる。
　高等学校地理歴史科の学習指導要領では、地域調査に関して次のように示される
（資料３・資料４）。
資料３　高等学校学習指導要領　地理Ａ（2009年）
地理Ａ
２ 内容
（２） 生活圏の諸課題の地理的考察
ウ 生活圏の地理的な諸課題と地域調査
　生活圏の地理的な諸課題を地域調査やその結果の地図化などによってと
らえ、その解決に向けた取組などについて探究する活動を通して、日常生
活と結び付いた地理的技能及び地理的な見方や考え方を身に付けさせる。
３ 内容の取扱い
（２） 内容の取扱いに当たっては、次の事項に配慮するものとする。
イ内容の （２） については、次の事項に留意すること。
（エ）ウについては、生徒の特性や学校所在地の事情等を考慮し、地域調査
を実施し、その方法が身に付くよう工夫すること。その際、これま
での学習成果を活用すること。
〔文部科学省 （2010）による〕
資料４　高等学校学習指導要領　地理Ｂ（2009年）
地理Ｂ
２ 内容
（１） 様々な地図と地理的技能
イ 地図の活用と地域調査
直接的に調査できる地域を地図を活用して多面的・多角的に調査し、生活
圏の地域的特色をとらえる地理的技能を身に付けさせる。
３ 内容の取扱い
（２）内容の取扱いに当たっては、次の事項に配慮するものとする。
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ア内容の （１） については、次の事項に留意すること。
（ウ）イについては、生徒の特性や学校所在地の事情等を考慮し、地域調査
を実施し、その方法が身に付くよう工夫すること。
〔文部科学省 （2010）による〕
　地理Ａにおいては、内容の「（２） 生活圏の諸課題と地理的考察」の中で地域調査
が位置付けられる。また、地理Ｂにおいては、内容の「（１） 様々な地図と地理的技
能」の中で地域調査が位置付けられる。想定される学習活動は以下の様になる。学校
周辺の地域の諸課題を把握し、それをもとに地域調査の課題を設定する。その課題を
解決するために、地域調査を実施する。地図を活用してその結果をまとめ、生徒なり
の考えを発表・表現する。内容の取扱いで「その方法が身に付くよう工夫すること。」
と示されるように、観察や調査の方法の習得も重視される。
　地理総合は、地理探究とともに地理歴史科において次期学習指導要領の下で新設さ
れる科目である （井田 2016・寺本 2016）。現時点では学習指導要領は示されていない
が、中央教育審議会の答申や資料等においてその概要が明らかにされている（資料５）。
資料５　地理総合の改訂の方向性
地理総合
（１）地図と地理情報システムの活用　　GIS
以降の地理学習等の基盤となるよう、地理を学ぶ意義等を確認するととも
に、地図や地理情報システム（GIS）などに関わる汎用的な地理的技能を身
に付ける。
（２）国際理解と国際協力　グローバル
ア 生活・文化の多様性と国際理解
自然と社会・経済システムの調和を図った、世界の多様性のある生活・文
化について理解する。
イ 地球的な諸課題と国際協力
地球規模の諸課題とその解決に向けた国際協力の在り方について考察する。
（３）防災と持続可能な社会の構築　ESD　防災
ア 自然環境と災害対応
日本国内や地域の自然環境と自然災害との関わりや、そこでの防災対策に
ついて考察する。
イ 生活圏の調査と持続可能な社会づくり
生活圏の課題を、観察や調査・見学等を取り入れた授業を通じて捉え、持
続可能な社会づくりのための改善、解決策を探究する。
〔文部科学省のウェブサイトの資料による〕
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　地理総合においては、「（３）防災と持続可能な社会の構築」の中の「イ生活圏の調
査と持続可能な社会づくり」において、地域調査が位置付けられる。想定される学習
活動としては、学校周辺の地域に関して、持続可能な社会の構築の視点から課題を設
定し、調査を行うことが挙げられる。その結果をまとめ、発表・表現する活動が考え
られる。例えば都市地域に位置する学校では、防災や地域の再開発などを例に、課題
を設定し、地域調査を実施する学習活動が考えられる。
３　教科書における地域調査の内容
　教科書に掲載される地域調査の内容について検討する。中学校地理的分野の教科書
では、次のような学習内容が示される （資料６）。
資料６　教科書における地域調査の内容　中学校社会科地理的分野
社会科地理的分野
第４章　身近な地域の調査
１　身近な地域を見直そう
２　テーマを決めて調査計画を立てよう
３　野外調査や聞き取り調査をしよう　いろいろな調査方法①
４　資料を調べて調査を深めよう　　　いろいろな調査方法②
５　調査結果をまとめよう
６　発表会をして地域の将来像を考えよう
〔五味文彦ほか （2014） 『新しい社会　地理』東京書籍による〕
　この教科書では、「第１編世界の様々な地域」「第２編日本の様々な地域」に区分
され、第２編の最後に「第４章身近な地域の調査」が位置付けられる。事例地域とし
て静岡県静岡市が取り上げられる。「１身近な地域を見直そう」では、はじめに「身
近な地域は、どのような特色をもった地域なのでしょうか。」という「問い」が書か
れている。それに続き、「高い場所からながめる」「空中写真を見る」「通学路で気づ
いたことをあげる」という地域の特色を捉える方法が示される。次の頁には、「地理
スキルアップ 21　地形図の読み取り方②　地形図を使って地域調査をしよう」とい
う項目があり、ここでは 25000 分の１地形図「静岡東部」の図幅の「平成 17 年」「昭
和 48 年」「昭和 34 年」が掲載され、年代の異なる３種類の地図が示される。そし
て、「土地利用について読み取ろう」「新旧地形図を比較して、地域の変化を読み取ろ
う」という学習活動がある。これに続き、地域調査のテーマを決め、計画を立てた後、
野外観察や聞き取り調査をするという内容である。調査はグループで行うことが想定
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される。調査後は、資料を調べて調査を深め、調査結果をまとめ、発表会をするとい
う学習が示される。地図の活用では、25000 分の１地形図をはじめ大縮尺の地図が活
用される。
　高等学校地理 A の教科書では次のような項目がある（資料７）。この教科書には、
身近な地域について課題を設定し、地域調査を実施し、その結果をまとめ、報告会を
開くという内容がある。「野外調査の方法」では、東京都江東区を例に、地域調査の
方法についての説明がある。25000 分の１地形図「東京東北部」及び「東京東南部」
の大正８年発行と平成 17 年・平成 19 年発行の図幅が掲載されている。これらの地図
を比較し、土地利用の変化や埋立地の広がりを読み取ることにより、地域を概観する。
さらに「駅の構造の違いは水防対策ではないか。」という仮説を立て、「駅の標高と構
造の関係を調べる。」という地域調査をする事例を通して、調査の方法について説明
している。
資料７　教科書における地域調査の内容　高等学校地理Ａ
高等学校地理 A
第４編　身近な地域と地理的課題
　　　　第１章　身近な地域と地図
　　　　第２章　自然環境と防災
　　　　第３章　生活圏の地理的な諸課題と地域調査
　　　　　１ 地域の課題を調べる
　　　　　地域の課題を見いだす
　　　　　スキルアップ　調査の前に「仮説」を立てよう
　　　　　野外調査の方法
　　　　　　地域調査の方法
　　　　　　①　事前調査
　　　　　　②　調査地点の決定
　　　　　　③　野外調査の実施
　　　　　　④　事後調査の実施
　　　　　　⑤　報告会の準備
　　　　　　⑥　調査のまとめ　―報告会の実施・報告書の作成
　　　　　２ 地域調査の事例
　　　　　３ 地域の課題に取り組む
〔金田章裕ほか （2017） 『地理 A』東京書籍〕
　高等学校地理Ｂでは、教科書に次のような内容がある （資料８）。「第Ⅰ部　さまざ
まな地図と地理的技能」において、「地図の活用と地域調査」の項目がある。学習活
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動では、生徒が課題を設定し、地域調査をし、その結果を分析して発表する。
資料８　教科書における地域調査の内容　高等学校地理Ｂ
高等学校地理Ｂ
第Ⅰ部　さまざまな地図と地理的技能
第２章　地図の活用と地域調査
　第２節　身近な地域の調査　
　１ 調査テーマの設定　調査テーマを設定する
　２ 課題の調査　　　　予備調査をする
　　　　　　　　　　　 野外調査の手順
　　　　　　　　　　　 補充調査の進め方　
　　　　　　　　　　　 調査内容の分析
　３ 調査結果のまとめと発表　
　　　　　　　　　　　 調査結果のまとめと発表
〔片平博文ほか （2017） 『新詳地理Ｂ』帝国書院による〕
　「身近な地域の調査」では、調査のテーマを設定し、予備調査を行い、地域に関
する資料を収集した上で、野外調査を実施する。さらに、補充調査をして資料を補
い、調査内容を分析する。最後に調査結果のまとめをし、発表をする。この教科書で
は、事例地域として奈良県奈良市が取り上げられ、テーマの例として「奈良市の町並
みの変化と課題」が示される。最後に「他者に対する提言を盛り込むことも必要であ
る。」と説明される。
　中学校と高等学校のそれぞれの教科書で、地域調査に関する学習の進め方が説明さ
れ、課題の設定、野外調査、調査のまとめと分析、調査結果の発表という過程が示さ
れる。
４　地域調査に関する研修の事例
　中学校・高等学校でより充実した地域調査を実践するためには、教師に対する研修
が重要である。教師を対象とする野外調査に関わる研修の例として、茨城県の北部に
位置する大
だ い ご
子町において夏期に行われるフィールドワーク研修について取り上げる２）。
（１）研修の目的
　この研修の目的は、「フィールドワークや研究協議を通して、社会科や総合的な学
習の時間の教材研究や授業づくりの研修を行い、児童生徒の学力向上に資する。」と
示される３）。大子町に勤務する教師が、地域の様子を理解するとともに、実際に野外
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でフィールドワークを体験することを通して、教師の授業力の向上、そして児童生徒
の学力の向上を目指している。
（２）研修の概要
　大子町では、2012 年度以来教育委員会が主催し、「フィールドワーク研修会」を実
施してきた。研修会には、筑波大学が連携し、日本地理学会が協力している。研修の
対象は町立の小中学校の教師、並びに町内にある県立高等学校、特別支援学校の教師
である。研修は、夏期休業期間の１日を使って行われる。2017 年度は８月 25 日 （金） 
に実施され、参加者は、大子町立の小学校の教師 21 人、中学校の教師 11 人であり、
他にフィールドワーク研修の指導を担当する講師 14 人と筑波大学の大学院生４人が
参加した。
　研修の内容は、はじめに開会の挨拶の後、筑波大学教授　井田仁康先生による「野
外調査への誘い」と題する講義がある。ここでは、地理教育におけるフィールドワー
クの位置付け、フィールドワークの意義、教育におけるフィールドワークの重要性に
ついての解説がある。続いて国土地理院の宇根寛氏による「地図の活用について」の
講義があり、地図を作成する国土地理院の立場から、様々な地図とその活用方法につ
いて具体的な説明がなされる。
　この後は、グループワークとなる。３人程度のグループに分かれ、それぞれのグ
ループを１人の講師が担当する。講師とグループの教師が協働して研修を進める。グ
ループワークでは、大子町を対象としたフィールドワークの概要について説明をした
後、午後に予定されている野外のフィールドワークの計画を立てる。大子町は面積約
326km2 広域に及ぶため半日で全ての地域を対象としてフィールドワークを行うこと
はできない。従って、対象とする地域を絞って、フィールドワークに行くことになる。
　このとき、一人ひとりに現在の国土地理院発行の 50,000 分の１地形図「大子」と
明治 42 （1909） 年と昭和 26 （1951） 年の旧版の地形図が配布される。この地図を活
用しながら、簡単な地図作業を行う。例えば、色鉛筆で着色することによって、土
地利用図を作成する。また、新旧の地形図を比較し、地域の変化を読み取る。その
後グループで話し合い、フィールドワークの課題を決める。これらの活動を通して、
フィールドワークの課題を設定した上で、見学・観察の計画を立てる。
　午後は、地形図とフィールドノート、筆記用具、カメラ等を用意し、フィールド
ワークに出発する。例えば、「町内のりんごの生産が盛んな地域について調べる。」
という課題を立てたならば、地形図では、果樹園の記号が卓越している地域を確認す
る。そして、実際にりんごの栽培が盛んな地域を訪れ、りんご園が広がる景観を観察
し、りんご農家の方から聞き取り調査をする。これによって、大子町のりんご栽培の
現状と特色を理解することができる。その後、公民館に戻り、調査結果をまとめ、グ
ループごとに発表をする。
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（３）研修の成果
　研修では、大子町を対象として、課題を設定し、実際に地域調査を体験し、結果を
まとめ発表することによって、課題を立て、それを解決するために地域調査をし、結
果をまとめて発表する学習の意義を実感できる。さらにこの研修の結果、参加者は大
子町の地域の実態と特色を具体的に理解することができる。それらは、教材研究の方
法を習得するとともに、地域の課題や将来を考えることにつながる。
５　結論
　本研究を通して中学校社会科地理的分野および高等学校地理歴史科における地域調
査と地図の活用について、次の事項を指摘することができる。
　地域調査は、地域に関する理解を深めるために、また、地理的な見方・考え方を育
成し、態度を形成するために重要な教育活動である。中学校学習指導要領では、2008
年版と 2017 年版のいずれにおいても明確に位置付けられている。高等学校学習指
導要領においては、2009 年版において地理Ａと地理Ｂにおいて位置付けられており、
次期学習指導要領の地理総合においても取り入れられる見通しである。
　2008 年版の学習指導要領に基づく中学校教科書では、①テーマの設定、②野外に
おける地域の観察・調査、③調査のまとめ、④発表・表現活動という計画が示される。
高等学校の教科書でも、①テーマの設定から④発表・表現まで、ほぼ同様の展開が示
される。学校周辺の地域を例として、課題を設定し、それを解決するために観察・調
査を実施し、その結果をまとめ、発表・表現するという学習過程が基本であり、これ
を実施することが求められる。また教科書では 25000 分の１地形図をはじめとする大
縮尺の地図が活用され、土地利用図の作成、新旧地形図の比較などの作業が取り入れ
られる。
　これらの学習を着実に実施するためには、教師に対する研修が必要である。研修に
おいて具体的な地域を事例として課題を設定し、地域調査を行い、その結果をまとめ
写真１　地域調査のグループワーク 写真２　りんご園の見学と聞き取り調査
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発表するという過程を体験することが重要であると考えられる。このような研修が充
実することによって、地域調査の意義が広く理解されるようになる。　
　
付記
　本研究は 2017 年９月 16 日 （土） に「次期学習指導要領と今後の学校教育の課題」
と題して行われた創価大学教職大学院・教育学部フォーラムにおいて筆者が発表した
内容を中心に、さらに加筆・修正してまとめたものです。フォーラムでは、文部科学
省初等中等教育局視学官　澤井陽介先生のご講演、八王子市教育委員会学校教育部統
括指導主事　野村洋介先生、並びに八王子市立陶鎔小学校校長　飯澤公夫先生のご発
表から新しい教育課程について多くのご示唆を得ることができました。教職大学院教
職研究科長の吉川成司先生、教育学部長の鈴木将史先生をはじめ、関係の先生方に大
変お世話になりました。末筆ながら記して謝意を表する次第です。
　
注
1） 小学校社会科においては第３学年で「町探検」が行われる （吉田 2012）。大学の教
員養成にかかわる地理学の授業における巡検については、久保 （2016）の報告があ
る。
2） 茨城県大子町は、茨城県の北部に位置し、北は福島県と接する。人口は約 17，
700 人 （2018 年１月現在）で、町立小学校が７校、中学校が４校、県立高等学校が
１校ある。
3） フィールドワーク研修会の正式名称は「筑波大学との連携・協力推進事業に関わ
る学力向上推進事業における社会科・総合フィールドワーク研修会」である。教育
委員会が主催するフィールドワークに特化した研修会は、管見の限りでは事例が非
常に少なく、この研修会は貴重な機会を提供している。2016 年度の研修の内容は、
中山 （2017）に紹介されている。
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The Current State of Field Research and Map Use in 
Junior and Senior High School Geography in Japan
Kazuyoshi YOSHIDA
The main purpose of this paper is to clarify the current state of field research in junior 
and senior high school geography in Japan. National Curriculum Standards emphasize the 
outside field research not only in junior high school but also in senior high school. The aim of 
field research is for students to understand geographical phenomena in a local area through 
observation and investigation and also to master the perspective and method for investigation. 
The training sessions on field research are necessary for teachers to acquire research and map 
skills.
